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この広報紙は30,000部印刷し、印刷費は１部あたり約29.9円です。

➡

Ａ　  
です。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
内
で
活
躍
す
る
団
体

を
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
ま
す
。

マグナ  マグナ  ホンジョウ

　

ま
た
須
藤
敦
さ
ん
（
36
歳
・
大
鍬
町
）
は

「
子
ど
も
の
頃
に
好
き
で
や
っ
て
い
て
、

い
つ
か
ま
た
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
こ
ち
ら
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

週
３
〜
４
回
は
仕
事
終
わ
り
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
レ
ー
ス
で
勝
つ
こ
と
が
純
粋
に

楽
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
は
、
由

利
本
荘
に
暮
ら
す
子
ど

も
や
若
者
が
こ
こ
に
居

て
楽
し
い！
と
わ
く
わ

く
で
き
る
よ
う
に
、
地

元
で
趣
味
を
楽
し
め
る

機
会
を
ど
ん
ど
ん
創
出

し
て
い
く
こ
と
。
マ
グ

ナ
（
ラ
テ
ン
語
で〝
大
い

な
る
〞）な
野
望
を
も
っ

て
、
楽
し
い
時
間
や
場

所
を
共
有
で
き
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
き
た
い

そ
う
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
一
度
、
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

４
年
前
に
ミ
ニ
四
駆
の
情
報
共
有
や
全

国
大
会
な
ど
に
出
場
す
る
た
め
に
結
成
。

東
北
大
会
で
の
優
勝
者
を
出
す
な
ど
精
力

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員
は

小
学
生
か
ら
40
代
ま
で
の
20
人
ほ

ど
。
普
段
は
石
脇
の
「
ミ
ニ
四
駆

く
ら
ぶ
Ｈ
ｏ
ｎ
ｊ
ｏ
」
の
コ
ー
ス

を
使
っ
て
走
行
会
や
レ
ー
ス
大
会
を

開
い
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
夏
休
み
に
は
、
子

ど
も
や
若
者
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
て
、ミ
ニ
四
駆
だ
け

で
な
く
、
プ
ラ
モ
デ
ル
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
な

ど
の
ホ
ビ
ー
展
示
、
お
も
ち
ゃ
や
ボ
ー
ド

ゲ
ー
ム
の
体
験
会
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
企
画
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
四
駆
の
魅
力
を
「
複
合
的
な
奥
深

さ
。
い
っ
た
ん
手
を
放
す
と
勝
手
に
走
っ

て
行
っ
て
し
ま
う
の
で
、
事
前
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
が
勝
敗
を
分
け
ま
す
。
コ
ー
ナ
ー
の

走
り
方
や
ジ
ャ
ン
プ
の
飛
び
方
を
自
分
な

り
に
計
算
し
て
、
最
適
な
状
態
を
見
つ
け

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
レ
ー
ス
で
も
、

隣
り
を
走
る
マ
シ
ン
や
コ
ー
ス
の
状
態
、

温
度
や
湿
度
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
条
件
を

計
算
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
代
表
の

柴
田
康
弘
さ
ん
（
36

歳
・
矢
島
町
城
内
）は

話
し
ま
す
。

☎
https://honjomagna.wixsite.com/honjo-magna
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事業所名《所在地域／電話番号》　※市外局番（0184）
提供可能な物品　／　提供可能な役務

提供可能な物品・役務一覧
○物品・役務のご依頼および詳細については、各事業所
　へ直接お問い合わせください。
○一覧に掲載されているもの以外にも提供できる場合が
　ありますので、お気軽にご相談ください。

秋田県心身
障害者コロニー

障害者支援施設
「はまなす園」

就労支援センター
ホリデー

水林新生園

障がい者支援事業所
逢い

障害者自立支援センター
「和」

特定非営利活動法人
あゆみの会

自立支援センター
ほのぼの岩城

Lead本荘

障がい者支援事業所
集いの家

就労継続支援Ｂ型事業所
ささのこ

障がい者支援事業所
くるみの里

特定非営利活動法人
根分け会

西目地域  
☎33-4527  
（コロニー開工房）

岩城地域
☎73-3447

本荘地域
☎23-3575

本荘地域
☎22-2883

本荘地域
☎24-1109

本荘地域
☎24-0753

大内地域
☎62-0511

岩城地域
☎74-7666

本荘地域
☎74-6515

本荘地域
☎74-8266

鳥海地域
☎74-3341

矢島地域
☎74-3983

本荘地域
☎23-7589

食　品　リンゴ／梨／パン
その他　夏花壇用の花苗販売（マリーゴールド、ベゴニアなど）

役　務 園農／清掃／リサイクル／その他

食　品 小豆／トマト／菊芋
布製品 刺し子
役　務 縫製／刺しゅう／印刷／園農／食品加工／清掃／
　　　　リサイクル／軽作業

食　品 ガーデンハックルベリージャム
布製品 手芸製品
役　務 縫製／食品加工／その他

その他 日替わり弁当（配達可）／惣菜／ごみ袋

役　務 印刷／食品加工／軽作業

食　品 パン各種／ラスク／アイスクリーム／出前コーヒー
布製品　さをり織り製品
その他 ビーズ等製品／自販機設置（飲料水）／魔法の鉢／
　　　　指定ごみ袋の町内名・名前入れ
役　務 清掃／軽作業／その他

食　品 乾燥食材（りんごチップス、柿、野菜類）
布製品　クロスステッチ刺しゅう
その他 竹製品（竹あかり）

役　務 木工／刺しゅう／
印刷／パソコン入力／園農／
清掃／リサイクル／軽作業

布製品　パッチワークのペンケース／巾着袋／マスク入れ／
　　　　コースターなど
木工品 スマホホルダー／腕時計ホルダー
紙製品　牛乳パック再生はがき／ポチ袋
その他　指定ごみ袋の町内名・名前入れ

布製品　マスク
革製品　手作り革製品ストラップ
紙製品　牛乳パック再生紙ハガキ
その他　パワーストーンブレスレット

１

２

４

３

５

６

７

８

９

10

11

12

13

食　品　季節野菜／アップルパイ／ブルーベリーパイ
その他　日替わり弁当（配達可）

役　務 クリーニング

役　務　清掃／軽作業／その他

役　務 清掃／リサイクル

役　務　リサイクル
  （アルミ缶の引き取り
　　　　     ・回収など）

役　務
印刷／清掃／軽作業

布製品　エコバッグ／マスク／ランチョンマット／コースター／
　　　　バッグ／巾着／その他布雑貨
役　務 縫製／パソコン入力／軽作業

布製品　コースター／ポーチ／ランチョンマットなど

役　務 縫製／清掃／リサイクル／軽作業
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障がい者就労施設障がい者就労施設障がい者就労施設
してみませんか？

にに
依頼依頼依頼してみませんか？

問い合わせ先

☎

　平成29年10月に開所。施設を利用する障がい者は知的
が６人、精神が16人、身体が３人の計25人。平均年齢は
30代前半と若く比較的作業能力が高い人が多いため、受
注したものを作って納品する施設内作業や、一般企業な
どでの施設外就労も行う。開所３年で１人当たりの平均

工賃が月２万円に達し、
次の目標は月２万５千
円。利用者にとって生
活の質の向上を目指す
とともに、社会自立へ
貢献していきます。

竹筒に貼られた下絵（利用者がデザインしたもの）
に沿ってドリルで穴開けし、模様を描いていく

電気製品などを細かく分解・
分別していく

　令和２年９月に開所。
施設を利用する障がい者
は知的が８人、精神が10
人、身体が２人の計20人。
現在はミシンで衣服やア
クセサリーなどを作る縫製等作業
や、電気製品やパソコンを分解す
るリサイクル作業などが主体だが、
今後はさらに活動を増やしていき
たい。利用者に対しては希望があ
れば送迎や昼食の提供なども行い、
仕事に来るのを楽しく感じてくれ
るような事業所を目指しています。

丁寧に手織りで作られる
ランチョンマット

　

市
内
に
は
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
に
よ
る
創
作
活
動
へ

の
取
り
組
み
や
、
就
労
の
訓
練
を
行
う
た
め
の
事
業
所
が

あ
り
ま
す
。
活
動
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
の
う

ち
13
の
事
業
所
（
３
㌻
参
照
）
で
は
、
製
品
や
農
産
物
を

販
売
し
た
り
、
草
刈
り
な
ど
の
軽
作
業
を
外
部
か
ら
受
注

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
職
場
や
町
内
会
な
ど
で
も
、
こ
の
よ
う
な
事

業
所
に
仕
事
の
依
頼
や
製
品
購
入
の
相
談
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
そ
の
ご
相
談
が
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
の
応
援
や

取
り
組
み
の
理
解
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

障
が
い
を
持
つ
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
を

生
か
し
、
意
欲
を
持
っ
て
活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
障

が
い
者
就
労
施
設
へ
の
作
業
委
託
や
製
品
な
ど
の
購
入
を

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

そのお仕事

令和３年２月に開所。施設を利用する
障がい者は知的や精神、身体などの20
代から60代までの８人。現在は「竹あ
かり」という竹筒に模様をあしらった
ランプシェードや、チップスにしたリ
ンゴを袋詰めにして市内道の駅などで
販売。耕作放棄地をソバ畑にしたり、
会社紹介パンフレットのデザインを受
注したりと、笹子地域でよく使われた愛称「ささの
こ」の名の通り地域密着の親しまれる施設を目指し
て、日々活動の幅を広げています。

完成した　
「竹あかり」隣接する介護福祉

施設での清掃作業
（施設外就労）

手作りのマスクや布巾



子
吉
川
を
す
い
す
い
と
気
持
ち
よ
く

新
山
小
カ
ヌ
ー
教
室
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フ
ェ
ン
シ
ン
グ
男
女
サ
ー
ブ

ル
種
目
日
本
代
表
の
選
手
団
が

６
月
23
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
た
事
前
合
宿

を
行
い
ま
し
た
。

　

合
宿
に
参
加
し
た
の
は
五
輪

出
場
が
内
定
し
て
い
る
８
人
を

含
む
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
の
26
人

で
、
約
１
カ
月
後
に
迫
っ
た
大

一
番
に
向
け
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
み
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
24
日
に
は
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、
湊
市
長
か
ら

記
念
品
の
ミ
ニ
ご
て
ん
ま
り
と
、

滞
在
中
に
振
る
舞
わ
れ
る
秋
田

由
利
牛
（
ヒ
レ
ス
テ
ー
キ
５

㌔
）
の
プ
レ
ー
ト
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
交
流
で
は
、

湊
市
長
が
「
本
市
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿
を
行
う
の

は
皆
さ
ん
が
唯
一
と
い
う
こ
と

で
、
多
く
の
市
民
が
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。
悔
い
の
残
ら
ぬ

よ
う
し
っ
か
り
と
練
習
し
、
全

力
で
戦
っ
て
良
い
結
果
を
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
。

こ
れ
に
対
し
女
子
サ
ー
ブ
ル
日

本
代
表
キ
ャ
プ
テ
ン
の
青
木
千

佳
選
手
が
「
サ
ー
ブ
ル
チ
ー
ム

が
秋
田
県
で
合
宿
す
る
こ
と
は

初
め
て
で
、
本
当
に
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
素
晴
ら

し
い
環
境
で
思
い
切
り
練
習
し

て
本
番
を
迎
え
、
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
て
報
告
に
帰
っ
て
来
ら
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」
と
応
え

ま
し
た
。

　

今
回
の
合
宿
に
参
加
し
た
五

輪
出
場
内
定
選
手
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
男
子
】
▽
徳
南
堅
太　

▽
ス

　

ト
リ
ー
ツ
海
飛　

▽
島
村
智

　

博　

▽
吉
田
健
人

【
女
子
】
▽
江
村
美
咲　

▽
青

　

木
千
佳　

▽
福
島
史
帆
実　

　

▽
田
村
紀
佳

◇
代
表
選
手
た
ち
の
活
躍
を
期

　

待
し
、
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
日
本
代
表
の
剣
士
た
ち
が
切
磋
琢
磨

ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
東
京
五
輪
事
前
合
宿

　

６
月
24
日
か
ら
７
月
13
日
に

か
け
て
、
新
山
小
学
校
で
は
４

年
生
を
対
象
に
、
ア
ク
ア
パ
ル

前
の
子
吉
川
で
カ
ヌ
ー
教
室
を

行
い
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
と
し
て
カ

ヌ
ー
教
室
の
ほ
か
、
ア
ク
ア
パ

ル
内
の
展
示
資
料
を
見
な
が
ら

同
川
に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
な
ど

も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
身
近
な

河
川
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま

す
。

　

初
日
の
24
日
に
は
児
童
24
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全
員

が
初
め
て
の
カ
ヌ
ー
体
験
で
し

た
が
、
講
師
を
務
め
る
市
内
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
職
員
や

地
域
の
カ
ヌ
ー
愛
好
者
ら
か
ら

パ
ド
ル
の
握
り
方
や
漕
ぎ
方
を

学
ぶ
と
、
早
速
１
人
乗
り
の
カ

ヌ
ー
で
子
吉
川
へ
と
出
艇
。
始

め
は
思
う
よ
う
に
進
む
こ
と
が

で
き
な
い
様
子
で
し
た
が
、
す

ぐ
に
水
を
と
ら
え
て
、
す
い
す

い
と
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
川
面

を
進
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に
役
立
て
て

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
を
寄
贈

　

市
内
５
つ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
本
荘
、
本
荘
鶴
舞
、
由

利
、
大
内
、
ゆ
り
本
荘
）
よ
り

こ
の
ほ
ど
、
市
内
中
学
校
に
対

し
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

６
月
25
日
に
西
目
総
合
支
所

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
５
つ
の

ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
ゾ
ー
ン
・

チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
髙
橋
正
彦

さ
ん
（
68
歳
・
出
戸
町
）
よ

り
、
秋
山
教
育
長
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
髙
橋
さ
ん
は
「
少
し

で
も
地
元
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
い
、
寄
贈
を
決
め
ま
し
た
。

中
学
生
に
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず

学
校
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
ハ
ン
ド

ソ
ー
プ
は
１
６
８
本
（
５
０
０

㎖
／
本
）
。
全
て
市
内
中
学
校

へ
配
布
さ
れ
ま
す
。

社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
出
場

Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬
式
野
球
部
に
激
励
金
を
贈
呈

　

社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
大

会
（
６
月
29
日
〜
７
月
14
日
・

兵
庫
県
、大
阪
府
）に
出
場
し

た
Ｔ
Ｄ
Ｋ
硬
式
野
球
部
に
対
し
、

市
で
は
激
励
金
１
０
０
万
円
を

贈
り
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
に
同
野
球
部
の
山

本
利
昭
部
長
ら
が
市
役
所
を
訪

問
。
山
本
部
長
は
「
地
域
の
皆

さ
ん
の
温
か
い
激
励
が
糧
に

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
選
手
権

で
は
、み
ん
な
が
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
試
合
を
し
て
き
ま

す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

▽
試
合
結
果
﹇
７
月
４
日
・

ほ
っ
と
も
っ
と
フ
ィ
ー
ル
ド
神

戸
（
兵
庫
県
）
﹈

ト
ヨ
タ
自
動
車
１-

０
Ｔ
Ｄ
Ｋ

三森副市長（左）と目録を手にする
山本部長（右）

ハンドソープを手にする秋山教育長（一番左）と各ラ
イオンズクラブの出席者（右から２番目が髙橋さん）

優
し
い
心
で
き
れ
い
に
咲
か
せ
よ
う

市
内
３
小
学
校
で
「
人
権
の
花
」
運
動

　

子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
て
花

を
育
て
る
こ
と
で
、
命
の
大
切

さ
や
思
い
や
り
の
心
を
育
む
人

権
の
花
運
動
が
岩
城
、
小
友
、

鳥
海
の
３
小
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

鳥
海
小
学
校
で
は
６
月
17
日
、

全
校
児
童
数
と
同
じ
90
個
の
プ

ラ
ン
タ
ー
へ
植
栽
を
行
い
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
協
力
し
て
赤
、

白
、
ピ
ン
ク
色
の
ベ
ゴ
ニ
ア
の

苗
を
２
株
ず
つ
、
自
分
の
名
札

入
り
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
付

け
た
後
、
き
れ
い
な
花
が
咲
く

よ
う
に
と
、
水
を
た
っ
ぷ
り
と

与
え
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
村
上
真
宙
さ
ん
は

「
花
が
元
気
に
育
つ
よ
う
苗
の

間
隔
を
空
け
て
土
を
入
れ
ま
し

た
。
土
の
状
態
を
よ
く
見
な
が

ら
水
や
り
を
頑
張
り
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

身
近
な
草
花
か
ら
目
を
向
け
て

本
荘
由
利
森
林
組
合
が
小
中
学
校
へ
写
真
集
寄
贈

　

本
荘
由
利
森
林
組
合
よ
り
こ

の
ほ
ど
、
本
市
在
住
の
河
本
正

徳
さ
ん
が
製
作
し
た
写
真
集

「
野
・
山
・
里
の
花W

hat‘
s

　
your　

nam
e?

」
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
に
西
目
総
合
支
所

で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
小
松
佳

和
代
表
理
事
組
合
長
か
ら
秋
山

教
育
長
へ
と
写
真
集
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
小
松
代
表
理
事
組

合
長
は
「
身
近
な
草
花
が
た
く

さ
ん
載
っ
て
い
る
の
で
、
教
育

場
面
で
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
写
真
集
は
、
市

内
23
の
小
中
学
校
に
１
冊
ず
つ

配
布
さ
れ
ま
す
。

写真集を手に取る秋山教育長（左）
と小松代表理事組合長（右）

激励に訪れた湊市長と記念撮影

オリンピックへの意気込みを語る青木選手

　市では業務の効率化のため、市役所本庁・各総合支
所間の会議にWeb会議システムを活用しています。
（写真は６月21日に開催した行政改革推進本部会議）

Web会議を活用しています

本庁 総合支所

せ
っ
さ
た
く
ま
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市政情報

1
市
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

令
和
４
年
度
採
用
予
定
の
市
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数

○
行
政
職…

上
級･
中
級
・
初
級

　

お
よ
び
職
務
経
験
者
の
う
ち
か

　

ら
15
人
程
度

○
行
政
職
（
障
が
い
者
対
象
）…

　

２
人
程
度

○
技
術
職
【
土
木
】…

上
級
・
中

　

級
・
初
級
お
よ
び
職
務
経
験
者

　

の
う
ち
か
ら
若
干
名

※

上
級
の
受
け
付
け
は
終
了
し
て

い
ま
す
。

申
込
期
限　

８
月
13
日
㈮

※

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

受
験
申
込
書
の
請
求

❶
窓
口
の
場
合…

受
付
期
間
内
に

　

総
務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

　

民
サ
ー
ビ
ス
課
で
配
布

❷
郵
便
の
場
合…

封
筒
へ
「
職
員

　

採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱

　

書
き
し
、
１
４
０
円
切
手
と
宛

　

先
お
よ
び
試
験
区
分
を
明
記
し

　

た
も
の
を
同
封
の
上
、
下
記
ま

　

で
郵
送

※

受
験
申
込
書
な
ど
の
受
験
案
内

書
類
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
請
求
は
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

※

申
込
書
の
提
出
先
は
総
務
課
の

み
で
す
。

総
務
課

〒
０
１
５
|
８
５
０
１

由
利
本
荘
市
尾
崎
17
番
地

　
　
　
　
　

（
市
役
所
２
階
）

試験区分

行政職（中級）

行政職（初級）

職務経験者

行政職
（障がい者対象）

行政職

技術職【土木】

技術職【土木】（中級）

技術職【土木】（初級）

受験資格

※試験区分の併願（消防職員は除く）はできません。
※「大学」には「専修学校の専門課程（修業年限が４年以上でその他の文部科学大臣
　が定める基準を満たすもの)で文部科学大臣が指定したもの」を含みます。
※「短期大学など」には「高等専門学校」「専修学校の専門課程（修業年限が２年以
　上で、かつ1600時間以上の授業の履修を義務づけている課程）」を含みます。ま
　た、大学に２年以上在学し、62単位以上を修得した方も短大卒扱いとします。
※職務経験年数では、アルバイト、パートタイマーおよび臨時職員などの正職員では
　ない経験年数を対象外とします。

平成６年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた
方（大学を卒業または卒業見込みの方を除く）

平成８年４月２日から平成16年４月１日までに生まれた
方（大学、短期大学などを卒業または卒業見込みの方を
除く）

昭和56年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた
方で、民間企業などにおける職務経験が３年以上（令和
４年３月31日現在で３年見込みの場合を含む）の方（学
歴区分なし）

以下のすべて（各職種の受験資格を含む）に該当する方
　①現在県外に居住し、県外での職務経験年数が３年以
　　上の方
　②採用後に由利本荘市に居住する意向がある方

昭和56年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた
方で、二級土木施工管理技士以上の資格を有するか、受
験資格を有し、かつ民間企業などにおける土木工事の設
計・施工管理などの職務経験が３年以上（令和４年３月
31日現在で３年見込みの場合を含む）の方

昭和60年４月２日から平成16年４月１日までに生まれ
た方で、次に掲げる手帳などの交付を受けている方
　①身体障害者手帳（１級から６級）または都道府県知
　　事の定める医師（以下「指定医」という）もしくは
　　産業医による障害者の雇用の促進等に関する法律別
　　表に掲げる身体障害を有する旨の診断書・意見書　
　　（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこうもしくは直腸、小
　　腸、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫または肝臓の
　　機能の障害については、指定医によるものに限る）
　②都道府県知事もしくは政令指定都市市長が交付する
　　療育手帳または児童相談所、知的障害者更生相談所、
　　精神保健福祉センター、精神保健指定医もしくは障
　　害者職業センターによる知的障害者であることの判
　　定書
　③精神障害者保健福祉手帳

市
消
防
本
部
総
務
課

〒
０
１
５
|
０
８
０
１

由
利
本
荘
市
美
倉
町
27
番
地
２

市政情報

２
市
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

令
和
４
年
度
採
用
予
定
の
市
消

防
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

採
用
人
員　

○
消
防
職･･･

上
級
・
中
級
・
初

　

級
か
ら
若
干
名
（
救
急
救
命
士

　

を
含
む
）※

「
救
急
救
命
士
」

　

は
救
急
救
命
士
資
格
を
有
す
る

　

方
、
ま
た
は
令
和
３
年
度
実
施

　

の
国
家
試
験
で
資
格
取
得
見
込

　

み
の
方

第
１
次
試
験
日　

10
月
17
日
㈰

試
験
会
場　

市
消
防
本
部

受
付
期
間　

７
月
15
日
㈭
〜

８
月
27
日
㈮
必
着

受
験
申
込
書
の
請
求

❶
窓
口
の
場
合…

受
付
期
間
内
に

　

市
消
防
本
部
総
務
課
ま
た
は
由

　

利
本
荘
市
消
防
署
・
矢
島
分
署

　

で
配
布

❷
郵
便
の
場
合…

封
筒
に
「
職
員

　

採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱

　

書
き
し
、
宛
先
を
明
記
し
て
１

　

４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

　

封
筒
（
角
形
２
）
を
同
封
の
上
、

　

左
記
ま
で
郵
送

※

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
請
求
は
受

け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

※

受
験
案
内
の
概
要
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市政情報

３
大
学
な
ど
へ
進
学
を
希
望
す
る
方
の

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
（
予
約
採
用
）

　

令
和
４
年
４
月
に
大
学
な
ど
へ

進
学
を
希
望
す
る
方
な
ど
を
対
象

に
「
由
利
本
荘
市
奨
学
生
」
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
対
象
者　

次
の
❶
ま
た
は
❷

に
該
当
す
る
方

❶
令
和
４
年
３
月
に
中
学
・
高
校

　

を
卒
業
見
込
み
の
方
で
、
令
和

　

４
年
４
月
に
大
学
・
短
大
・
高

　

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
・
高

　

校
の
１
年
に
入
学
予
定
の
方

❷
令
和
４
年
４
月
に
大
学
・
短
大

　

・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

　

校
・
高
校
に
在
学
中
の
方

募
集
人
数　

▽
大
学
20
人
以
内

▽
短
期
大
学
・
専
修
学
校
専
門
課

程
５
人
以
内　
▽
高
等
学
校
・
中
等

教
育
学
校
後
期
課
程
・
特
別
支
援

学
校
高
等
部
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
高
等
課
程
２
人
以
内

貸
与
月
額　

▽
高
校
生
２
万
円
以

内　

▽
大
学
生
ほ
か
５
万
円
以
内

申
込
期
間

８
月
２
日
㈪
〜
31
日
㈫

選
考
方
法　

９
月
に
開
催
す
る
選

考
委
員
会
で
可
否
を
決
定

内
定
通
知　

内
定
の
可
否
を
申
請

者
全
員
に
10
月
上
旬
ま
で
に
通
知

予
定

※

進
学
校
の
合
格
を
確
認
後
、
正

式
決
定
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法　

学
校
教
育
課
ま

た
は
各
地
域
の
教
育
学
習
課
に
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）
に
記
入
の
上
、
必
要
書

類
を
添
え
て
提
出

　

次
の
機
関
で
も
奨
学
生
（
予
約

採
用
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
秋
田
県
育
英
会
】　
　
　
　
　

申
込
期
間

６
月
21
日
㈪
〜
８
月
２
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）
秋
田
県
育
英
会

☎
０
１
８―

８
６
０―

３
５
５
２

【
日
本
学
生
支
援
機
構
】　
　
　

　

原
則
返
還
の
必
要
が
な
い
「
給

付
型
奨
学
金
」
の
案
内
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

（
独
）
日
本
学
生

支
援
機
構
奨
学
金
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０―

６
６
６―

３
０
１

※

応
募
資
格
や
貸
与
額
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
各
機
関
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受験資格
（アまたはイに該当する方）

試験
区分

中　

級

上　

級

初　

級

ア：平成８年４月２日から平成12
　年４月１日までに生まれた方
イ：平成12年４月２日以降に生ま
　れた方で大学卒業または令和４年
　３月卒業見込みの方

ア：平成10年４月２日から平成14
　年４月１日までに生まれた方
イ：救急救命士は、平成８年４月２
　日以降に生まれた方（大学を卒業
　もしくは令和４年３月卒業見込み、
　またはこれらに相当する学歴を有
　すると認められる方を除く）

ア：平成12年４月２日から平成16
　年４月１日までに生まれた方
イ：救急救命士は、平成８年４月２
　日以降に生まれた方（大学、短期
　大学などを卒業もしくは令和４年
　３月卒業見込み、またはこれらに
　相当する学歴を有すると認められ
　る方を除く）

第１次試験日・会場…９月19日㈰  西目公民館シーガル
受付期間…７月15日㈭～８月13日㈮

学
校
教
育
課

　第49回消防救助技術秋田県大会が６月３日
に県消防学校で開催され、本市消防署員も日頃
の訓練の成果を発揮しました。特に優秀な成績
として「ロープブリッジ渡過」で佐藤雄飛消防
士が、また「はしご登はん」で高橋悠太消防副
士長がともに１位を獲得しました。

市消防職員２人が県大会で１位に！

問 市消防本部警防課　☎２２－４２８３

高橋消防副士長（はしご登はん）▶

佐藤消防士（ロープブリッジ渡過）▼



市政情報

７
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
に
係
る

意
見
を
公
募
し
て
い
ま
す

商
工
振
興
課

総
合
政
策
課
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子
育
て
支
援
課

児
童
支
援
班

福
祉
支
援
課

障
が
い
支
援
班

（
鶴
舞
会
館
１
階
）

市
民
課
国
保
年
金
班
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●　

●

子
育
て
支
援
課

市政情報

４

国
民
健
康
保
険
の

高
齢
者
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
資
格
者
は
毎
年
８

月
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
況
届
の
対
象
者

に
は
通
知
が
届
き
ま
す
の
で
期
間

内
（
８
月
中
）
に
必
ず
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
と

８
月
分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
注
意
点…

手
当
を
受
給
す
る
た

め
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

受
給
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
に
は

直
ち
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
が
遅
れ
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】　
　
　
　
　

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父

（
ま
た
は
母
）
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
な
い
児
童
の
母
（
ま
た
は

父
）
や
、
母
（
ま
た
は
父
）
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障

が
い
者
（
児
童
扶
養
手
当
法
に
定

め
る
程
度
の
障
が
い
）
の
際
に
も

該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

手
当
額
（
４
月
１
日
現
在
）

○
児
童
１
人
の
場
合

　

月
額
４
万
３
１
６
０
円
〜
１
万

　

１
８
０
円（
所
得
に
応
じ
た
額
）

○
児
童
２
人
目
の
加
算
額 

　

   

　

月
額
１
万
１
９
０
円
〜
５
１
０

　

０
円
（
所
得
に
応
じ
た
額
）

○
児
童
３
人
目
以
降
の
加
算
額

　

月
額
６
１
１
０
円
〜
３
０
６
０

　

円
（
所
得
に
応
じ
た
額
）

※

受
給
者
ま
た
は
同
居
し
て
い
る

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
額
以

上
あ
る
場
合
、
受
給
者
ま
た
は
児

童
に
係
る
公
的
年
金
を
児
童
扶
養

手
当
額
以
上
受
け
ら
れ
る
場
合
、

児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】　
　
　

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の

あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す

る
母
（
ま
た
は
父
）
や
、
母
（
ま

た
は
父
）
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

手
当
額
（
４
月
１
日
現
在
）

○
障
が
い
等
級
が
１
級
の
場
合

　

児
童
１
人
に
つ
き

　

月
額
５
万
２
５
０
０
円

○
障
が
い
等
級
が
２
級
の
場
合

　

児
童
１
人
に
つ
き

　

月
額
３
万
４
９
７
０
円

※

受
給
者
ま
た
は
同
居
し
て
い
る

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
一
定
額
以

上
あ
る
場
合
、
児
童
が
公
的
年
金

を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
児
童
が
施

設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
な
ど
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
こ
の
た
び
、
過
疎
地
域

の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
「
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
計
画
案
を
公
開
し
ま
す
の

で
、
策
定
の
参
考
と
す
る
た
め
に

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

募
集
期
限

７
月
26
日
㈪
17
時
ま
で

公
表
資
料
（
計
画
案
）
の
備
え
付

け
場
所　

市
役
所
本
庁
３
階
総
合

政
策
課
・
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
の
提
出
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
、
電
子
申
請
、
閲
覧

場
所
へ
持
参

意
見
の
取
り
扱
い　

提
出
さ
れ
た

意
見
は
市
の
考
え
と
と
も
に
後
日

公
表
し
、
個
々
の
意
見
に
対
す
る

直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

「
児
童
扶
養
手
当
」
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」

現
況
届
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　金融機関などで納付されてから市が納付を確認で
きるまで、１～２週間程度かかります。納税証明な
どが必要でお急ぎの場合は、領収証や引き落とし額
が記帳された通帳をご持参の上、税務課または各総
合支所市民サービス課へ申請してください。

固定資産税（第２期）・国保税（第１期）

納期限：８月２日㈪

市税・国保税納期
～納期内に納めましょう～

「納付は便利で確実な口座振替で」

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
70
歳
〜
74
歳
の
方
全
員
へ
、

８
月
か
ら
使
用
す
る
高
齢
受
給
者

証
を
お
送
り
し
ま
す
。
新
し
い
受

給
者
証
は
７
月
末
頃
に
発
送
し
ま

す
。
お
手
元
の
受
給
者
証
は
有
効

期
限
が
切
れ
ま
し
た
ら
、
は
さ
み

な
ど
で
裁
断
し
破
棄
し
て
く
だ
さ

い
。

※

高
齢
受
給
者
証
は
70
歳
の
誕
生

日
の
翌
月
（
誕
生
日
が
１
日
の
方

は
誕
生
月
）
か
ら
該
当
と
な
り
ま

す
。
８
月
２
日
以
降
に
誕
生
日
を

迎
え
70
歳
に
な
る
方
に
は
、
誕
生

月
の
月
末
に
受
給
者
証
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受

け
る
場
合
に
は
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
は

『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
』
）
の
提
示
に
よ
り
、

医
療
機
関
で
の
支
払
い
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
国

民
健
康
保
険
証
を
持
参
の
上
、
市

民
窓
口
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
の
窓
口
で

交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
お
持
ち
の
方
も
、
８
月
１
日
以

降
引
き
続
き
高
額
な
医
療
費
が
発

生
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
（
７

月
16
日
か
ら
受
け
付
け
開
始
）
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
70
歳
〜
74
歳
で
課
税
所

得
１
４
５
万
円
未
満
の
方
（
住
民

税
非
課
税
世
帯
を
除
く
）
や
６
９

０
万
円
以
上
の
方
は
「
高
齢
受
給

者
証
」
の
負
担
割
合
で
判
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

市政情報

５
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

由
利
本
荘
市
で
は
「
子
ど
も
の

貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
「
由
利
本
荘
市
子

ど
も
の
生
活
応
援
計
画
」
を
策
定

し
、
お
お
む
ね
５
年
を
め
ど
に
見

直
し
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
４
年
度
か
ら

の
次
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

子
育
て
世
帯
の
皆
さ
ん
の
現
状
の

把
握
や
ご
意
見
を
参
考
に
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

対
象
者　

０
歳
か
ら
18
歳
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

回
答
方
法　

由
利
本
荘
市
電
子
申

請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
で
回
答

締
め
切
り　

８
月
31
日
㈫

※

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は

集
計
結
果
の
み
を
活
用
し
ま
す
の

で
、
回
答
に
よ
り
個
人
が
特
定
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市政情報

６
由
利
本
荘
市
子
ど
も
の
生
活
応
援

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
電
子
マ
ネ
ー
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

決
済
な
ど
）
を
導
入
す
る
市
内
の

事
業
者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
様
式
や
要
件
な
ど
、
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

対
象
者　

市
内
に
あ
る
店
舗
や
事

業
所
で
、
令
和
３
年
７
月
１
日
以

降
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導

入
す
る
事
業
者

対
象
経
費　

▽
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
端
末
や
付
属
品
の
購
入
・
設

置
費
用　

▽
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
端
末
の
設
置
と
併
せ
て
行
う
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
開
設
費
用

▽
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
種
類

を
拡
充
す
る
た
め
の
端
末
や
付
属

品
の
購
入
費
用
な
ど

補
助
金
の
額　

１
店
舗
に
つ
き
対

象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
（
上
限

20
万
円
）

申
請
受
付
期
間　

７
月
１
日
㈭
〜

令
和
４
年
２
月
28
日
㈪

市政情報

８
「
由
利
本
荘
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

等
導
入
補
助
金
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

限
度
額
適
用
認
定
証
の

交
付
申
請
を
忘
れ
ず
に

電子申請・届出
サービスはこち
らから▼

電子申請はこち
らから▼

◎国保税の納付書は７月15日㈭以降、順次発送します。
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<６月16日～６月30日受け付け分>
暑さに負けず、
　　　元気に過ごしましょう!

<６月16日～６月30日受け付け分>
  「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

邦

15 Yurihonjo city public Relations. 2021

事故件数
死亡者数
負傷者数

６月の人身事故発生状況 
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

事故･違反･飲酒運転のない街に!

  （６月30日現在・由利本荘署管内）

累計 昨年同期
46件
２人
49人

７件
１人
８人

41件
２人
50人

６月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 74,271人（-100）
男 =35,622人（-31）
女 =38,649人（-69）

世帯数 30,777世帯（-５）

人 の動き

◆
新
駅
舎
の
近
く
を
通
る
た
び
に
楽
し

み
に
見
て
い
ま
す
。「
ご
て
ん
ま
り
ロ
ー

ド
」
も
本
荘
ら
し
く
素
敵
な
名
前
で
す
。

　
　
（
竹
村
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
あ
っ
と
い
う
間
に
７
月
に
入
り
、
梅

雨
も
な
く
、
野
菜
や
草
花
も
懸
命
に
根

を
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
自
分
も
暑

さ
に
負
け
ず
に
コ
ツ
コ
ツ
と
農
作
業
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
伊
藤
さ
ん
・
70
代
・
由
利
地
域
）

◆
表
紙
に
旬
な
話
題
の
写
真
が
載
っ
て

い
て
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
お
知
ら
せ

な
ど
も
話
題
が
豊
富
で
大
変
参
考
に
な

り
ま
す
。

　
　
（
田
口
さ
ん
・
60
代
・
岩
城
地
域
）

◆
や
さ
い
王
国
は
、
春
夏
秋
冬
、
地
場

産
の
旬
の
も
の
が
買
え
て
、
お
い
し
い

ジ
ャ
ー
ジ
ー
ソ
フ
ト
が
食
べ
ら
れ
る
の

で
、
友
達
、
娘
、
孫
と
よ
く
行
き
ま
す
。

由
利
本
荘
市
、
矢
島
地
域
の
重
要
な
施

設
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
今
後
の
さ
ら

な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
茂
木
さ
ん
・
60
代
・
矢
島
地
域
）

◆
ア
サ
ガ
オ
の
花
が
咲
き
始
め
て
き
ま

し
た
。
花
を
見
て
い
る
と
、
コ
ロ
ナ
の

３
文
字
を
忘
れ
ら
れ
る
瞬
間
が
あ
り
ま

す
。

　
　
（
太
田
さ
ん
・
70
代
・
鳥
海
地
域
）

　

 「
声　

お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と

や
広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く

さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

宛
先　

広
報
課　
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

連
絡
先
・
お
た
よ
り
」を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
　

が
「
今
年
の
漢
字
」
に
選
ば
れ
た

　
　

２
０
１
３
年
は
、
東
京
五
輪
の
開
催

が
決
ま
っ
た
年
。
あ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
た
が
、
日
の
丸
を
掲
げ
頑
張
る
選

手
た
ち
を
応
援
し
ま
し
ょ
う

　
　

臓
六
腑
に
染
み
渡
る
よ
う
な
キ
ン
キ

　
　

ン
に
冷
え
た
真
夏
の
ビ
ー
ル
。
祭
り

や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど

野
外
で
飲
む
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
恋
し

い
２
度
目
の
夏
で
す
。

　
　

都
や
滋
賀
へ
研
修
に
行
っ
た
の
は
２

　
　

年
前
で
、
あ
れ
か
ら
県
外
出
張
は
無

し
。
休
日
に
出
か
け
る
の
も
県
内
だ
け
で

す
が
、
運
転
中
は
鼻
を
か
ま
な
い
よ
う
心

が
け
て
い
ま
す

　
　

京
か
ら
北
海
道
へ
移
転
し
た
フ
ァ
イ

　
　

タ
ー
ズ
。
そ
の
背
番
号
11
は
、
ダ
ル

ビ
ッ
シ
ュ
選
手
か
ら
大
谷
選
手
へ
受
け
継

が
れ
ま
し
た
。
活
躍
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の

が
日
課
に
な
っ
て
い
ま
す
。

輪五京東

（
慶
）

☆

（
一
男
）

!
（
Ｒ
Ｖ
）

ちょっとひといき・・・

フェンシング日本代表へ、
市民が応援メッセージを
寄せ書きした日章旗を送り
ました。由利本荘市から
みんなで応援しましょう
（記事４㌻）

!

・・・・・・・・・・・

寄せ書きした日章旗を送書きした日章旗を り
ました。由利本荘市かた。由利本荘市から

ょしょみんなでみんなでなで応援しましょで応援しまし うう
（記事４㌻）㌻）

!!

ろ
っ
ぷ


